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事業区分 対象事業の概要 補助率 上限金額
要望
件数 要望金額

交付決定
件数 交付決定金額

機
械
振
興
補
助
事
業

振
興
事
業
補
助

自転車・モーターサイクル・障がい者スポーツ 9/10 ２０，０００万円 １０ ３１，０９６，８万円 ５ ２０，７７９．４万円

安全・安心、生活の質の向上、防災・減災 4/5 ５，０００万円 １５ ２４，２８９．７万円 ６ １０，５４６．６万円

機械技術を活用した福祉機器の振興 ※１ 3/4 ３，０００万円 ３５ １６，４９８．０万円 １１ ４，４４９．０万円

国際競争力強化に資する標準化の推進 3/4 ５，０００万円 １４ １３，３１１．２万円 ９ ５，４０７．２万円

①公設工業試験研究所等における機械設備拡充
②公設工業試験研究所等における人材育成等
③公設工業試験研究所等における共同研究

2/3
①５，０００万円
② ４００万円
③ ３００万円

① ４８
② ２
③ ８

① １１４，５７０．３万円
② ４１３．６万円
③ １，７０７．２万円

① ４８
② ２
③ ８

① １０８，３５７．１万円
② ４１３．６万円
③ １，７０７．２万円

ものづくり支援
地域の機械産業の振興
省エネルギー等の環境
医療機器の振興 ※２

1/2 ５,０００万円 ２６ ２０，０１５．５万円 ２０ １４，１３２．５万円

２０２５年日本国際博覧会 2/3 ５，０００万円 １ ５，０００万円 １ ５，０００万円

研
究
補
助

個別研究

1/1

５００万円 ９２ ４４，９０１．３万円 ５１ ２５，２００．３万円

若手研究 ２００万円 ３８ ７，５５２．３万円 ２０ ３，９９２．８万円

開発研究 １，５００万円 ２３ ３１，０９５．１万円 ６ ７，７１８．１万円

１，０００万円ステップアップ研究 ２６ ２４，７００．０万円 ８ ８，０００，０万円

複数年研究 ５００万円×２年 ７０ ６８，４９４．０万円 ４０ ３９，１７２．９万円

緊急的な対応を必要とする事業への支援 ※3 ※3

２０２１年度補助事業の補助率・上限金額（機械） （参考）

※１ 福祉機器の整備については、上限金額７５０万円になります。 ※２ 医療機器の整備については、上限金額２，５００万円になります。
※３ 補助率、上限金額は、「振興事業補助」の補助率、上限金額に準じます。
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事業区分 対象事業の概要 補助率 上限金額
要望
件数

要望金額
交付決定
件数

交付決定金額

公
益
事
業
振
興
補
助
事
業

公
益
の
増
進

自転車（競技力向上等） 事業費 9/10 １８，０００万円 ２ １６，８４７．３万円 ２ １６，８４７．３万円

自転車・モーターサイクル
スポーツ・パラスポーツ

事業費

2/3

５，０００万円 ５９ １０２，３５５．０万円 ４２ ８８，０１３．７万円

施設の建築 １５，０００万円 ０ － ０ －

施設の補修 ５，０００万円 ０ － ０ －

社会環境
国際交流

事業費

2/3

５，０００万円 １６ ２１，２２６．２万円 １０ １３，３８４．５万円

施設の建築 １０，０００万円 ２ ２０，０００万円 ２ １６，０００万円

施設の補修 ５，０００万円 ０ － ０ －

医療・公衆衛生
文教・社会環境

事業費

1/2

５，０００万円 １７ １４，７５３．２万円 １０ １１，１３７．６万円

検診車の整備 ３，１００万円 ３６ ８４，３１１，７万円 ２１ ５２，１６５．０万円

施設の補修 ５，０００万円 ３ １３，６１８．７万円 ２ ８，６１８．７万円

新世紀未来創造プロジェクト 1/1 １００万円 ６ ５９８．０万円 ５ ４９８．０万円

社
会
福
祉
の
増
進

児童
高齢者
障がい者
地域共生型社会支援事業
幸せに暮らせる社会を創るため
の活動や車両・機器等の整備

事業費

3/4

５，０００万円 ５４ ２６，６７５．５万円 ２６ １５，９１１．３万円

施設の建築 ８，０００万円 ３０ １１５，１７０．７万円 ６ ２１，７２１．１万円

福祉車両の整備 ３１５万円 １８７ ３４，９６６．９万円 １２４ ２２，３７５．６万円

授産機器の整備 ７５０万円 １２ ４，３６８．９万円 ４ ２，５９４．６万円

施設の補修 ５，０００万円 １２ ２８，９４９．１万円 ４ １１，９７３．５万円

復興支援事業 1/1 ３００万円 ３ ６４７．１万円 ２ ３９５．９万円

研究補助 1/1 ３００万円 １１ ３，０７８．０万円 ４ １，１９９．９万円

緊急的な対応を必要とする事業への支援 ※ ※

２０２１年度補助事業の補助率・上限金額（公益） （参考）

※補助率、上限金額は、「公益の増進」、「社会福祉の増進」の補助率、上限金額に準じます。
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２０２１年度要望比率と要望額の推移（機械・公益）

４

（百万円）

43.2%

56.8%

２０２０年度要望

45.1%

54.9%

２０２１年度要望

機械 公益



2020年度 機械振興補助事業審査・評価委員会における議論

５

《自転車を活用しての補助事業について》
・地球温暖化防止のために自転車というのは非常に有効である。ＪＫＡとして
自転車が暮らしの中で有用な機械ということをアピールしたらどうか。

《国際競争力強化に資する標準化の推進》
・申請事業者が審議団体かどうかをあらかじめ確認したほうがよいのでは
ないか。

《緊急的な対応を必要とする補助について》
・コロナの拡大で介護施設で働く人たちのへの支援が求められるのでは
ないか。
・コロナ感染防止策として生活様式の変化に対応していくことが必要では
ないか。



2020年度公益事業振興補助事業審査・評価委員会における議論

《全般》

・申請においてコロナへの対策についても併せて記載させたほうが良いの
ではないか。

《社会福祉の増進について》
・子どもの貧困は課題になっているので支援してもいいのではないか。

《授産施設について》
・現場で求められている様々な機器について、支援してもいいのではないか。

《緊急支援について》
・コロナ緊急支援は補助額としては高くないが、ＪＫＡの補助事業がコロナの
関心を広め、考えるきっかけとなるのではないか。

６



2022年度に向けた環境の変化

７

◆新型コロナウイルス等感染症と新しい生活様式への変化
◆脱炭素社会を目指すカーボンニュートラルの実現に向けた取組
◆ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）による事業変革
◆ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の推進
◆２０２５年日本国際博覧会の開催
◆ギャンブル依存症対策の実施
◆自転車活用推進計画の制定
◆非常災害の甚大化 等



（１）全体（機械・公益共通）

①新型コロナウイルス等感染症拡大防止対策への支援を引き続き行うとと

もに、ＷＥＢを活用した非対面で実施するなど新しい生活様式へ対応できるよ

うにする。

②ＳＤＧｓの目標達成に関連した事業に支援できるよう補助メニューを明文化する。

③カーボンニュートラル、デジタルトランスフォーメーションに関連した事業が行え

るようにする。

④子どもの貧困に関連した事業が行えるようにする。

⑤授産機器について、幅広く事業が行えるようにする。

２０２２年度補助事業の考え方について
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（２）機械振興補助事業

①新産業の創出、省エネルギーの推進、環境問題などＳＤＧｓにつながる

事業への支援を行う。

②カーボンニュートラル、デジタルトランスフォーメーションに関連した事業への

支援を行う。

③新型コロナウイルスなどの感染症対策への支援を行う。

・感染症指定医療機関への医療機器の整備に関する事業。

④昨年度に引き続き、2025年日本国際博覧会に関する事業への支援を行う。

９



（３）公益事業振興補助事業

①新型コロナウイルスなどの感染症対策への支援を行う。

・新型コロナウイルス等感染症診断に有効なＣＴ搭載の検診車を対象。

・福祉車両に感染防止対策装備を対象。

・ＷＥＢ、ＩＴ等を活用した非対面での事業を対象。

②子どもの貧困に関連した事業への支援を行う。

・貧困や飢えから守る活動、ヤングケアラー支援を対象。

③授産機器を就労支援と変更する。

・障がいの種類に応じて就労支援に必要な機器を幅広く対象。
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